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鹿屋体育大学における保健体育科教育法Ⅲの
授業モデルに関する事例的検討

－授業改善の繰り返しによる取組から－
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【英文抄録】
In the mock lesson at the teacher training stage, the number of lesson hours is limited, and if the number of 

students is large, it may be difficult to secure time for lesson planning, mock lesson teaching plan creation, teaching 
materials, etc. through the unit. Therefore, it is necessary to devise the development and structure of the lessons. In 
this study, based on the outline of the lesson practice of “Health and Physical Education Method III” and the post-
questionnaire, we will examine the results and issues of the lesson model including the mock lesson at our university 
as a case study. The target class was a series of classes conducted in the “physical education” area in “Health and 
Physical Education Law III.” The results showed that many students realized that experiencing a series of tasks such 
as unit planning, teaching plan creation, teaching material examination, mock lessons, and reflection is effective for 
developing lesson composition skills and improving lesson skills. It was suggested that this technique may have 
worked effectively to grasp the students’ own tasks.

Keywords: Teacher training, Microteaching, Unit structure diagram, Teaching plan creation, Examination of 
teaching materials

Ⅰ．緒言

　2017年にまとめられた「教職課程コアカリキュ

ラム」において，全国すべての大学の教職課程で

共通的に修得すべき資質能力が示された．その中

の「各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を

含む．）」の「全体目標」には，「当該教科におけ

る教育目標，育成を目指す資質・能力を理解し，

学習指導要領に示された当該教科の学習内容につ

いて背景となる学問領域と関連させて理解を深め

るとともに，様々な学習指導理論を踏まえて具体

的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身

に付ける」と示され，「到達目標」において，「具

体的な授業を想定した授業設計と学習指導案の作

成」や「模擬授業の実施とその振り返り」などが

明記されている．つまり，学校現場で，教員が授

業を行う際のプロセスを想定し，単元計画を作成

し，指導内容の選定，学習過程の検討，指導と評

価のタイミングの決定，指導案の作成，教材・教

具の開発，授業の実施，授業改善の振り返りまで

を含めて授業を行う必要がある．

　教員養成系大学の保健体育科教育の関連科目

においては，「実践的指導力」注1）の育成を目指し，

学生自身が教師役や生徒役となって実施する模擬

授業が各大学において実施されている．模擬授業

の実施は，授業の基礎的条件（髙橋，2010；髙

橋・岡澤，1994）と関連する教授技術の習得や，

授業を省察する力，体育授業の実施に必要な知識

（授業観察の観点，教材）の育成に有効であると

報告されている（藤田，2015；木原，2010）．近

年においては，模擬授業を取り入れた授業実践の
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方法や学習成果について（白石，2013；宮尾ほ

か，2015；木山，2016；長谷川，2016；黒須・木

村，2017；木村・黒須，2018；鈴木，2019）や，

模擬授業後の省察について分析をした試み（田井

ほか，2018；安倍ほか，2018；川口，2018；大西

ほか，2018），教材づくりに焦点を当てた事例（藤

田，2017）等，多様な報告がなされている．

　一方で，模擬授業実施の課題として，学生全員

に模擬授業を経験させようとすると単発的な授業

になりがちで，単元を通しての授業構想や授業実

践の力を育みにくいことが指摘されてきた（日

野・谷本，2009）．また，藤田・池田（2010）も，

模擬授業においては，授業づくりの段階に対する

受講生のニーズが高く，模擬授業に向けての指導

案作成と教材作成に十分な時間を充当すること，

それらに関わる情報を模擬授業前に十分に提供す

る必要があることを指摘している．教員養成段階

の模擬授業の実施にあたっては，授業時間数の制

限があり，また受講者数も多数の場合，単元を通

しての授業構想や模擬授業の実施に向けての指導

案作成，教材作成に関わる時間の確保等が困難で

ある場合も多く，授業の展開・構成には工夫が必

要である．

　近年では，模擬授業実施までの学習プロセスに

単元計画の作成を取り入れた取組について，学生

たちが授業の全体像を捉える視点を持ち，前後の

内容を踏まえた学習段階と段階に応じた学習活動

の明確化に繋がったと報告されている（木村・黒

須，2019）．また，清水ほか（2014）は，学習指

導案の本時の展開案を作成するにあたり，単元計

画部分を充実させることが必要であるし，そのた

めに単元構造図の利用が有効であると示してい

る．

　以上の課題や報告を受け，本学では，保健体育

科教育法全体の授業内容を系統化し（図 1），保

健体育科教育法Ⅲ・Ⅳについては，講義・演習科

目として，教育実習に向けた実践的指導力を育成

することをねらいとして，単元計画（単元構造

図）の作成，指導案作成，教材検討，模擬授業，

省察までの一連の授業づくりの工程を実践できる

よう工夫している．保健体育科教育法Ⅳについて

は，単元構造図の作成，指導案作成，教材検討，

模擬授業，学外授業体験，映像視聴を取り入れた

省察という一連の授業システムを構築し，その成

果と課題について報告した（佐藤・栫，2015；佐

藤・栫，2016）．この保健体育科教育法Ⅳの授業

は，より高い授業実践力を育成することをねらい

としているため，原則として受講生を教員採用試

験受験希望者に限定しており， 3名の担当教員に

対し，例年，受講生は20名前後である．

　本稿では，例年100名を超える受講生が履修す

る保健体育科教育法Ⅲの中の「体つくり運動」領

域について，2018年度の授業実践と2019年度の授

業実践を通して，単元計画の作成，指導案作成，

教材検討，模擬授業，省察までの一連の授業モデ

ルの成果と課題について事例的に検討する．

図1　鹿屋体育大学における保健体育科教育法Ⅰ～Ⅳの流れ
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Ⅱ．方法

　本学で 3年生を対象として開講している保健体

育科教育法Ⅲは，「中学校教諭一種免許状（保健

体育）」並びに「高等学校教諭一種免許状（保健

体育）」の取得のために必要で，原則として基礎

科目である保健体育科教育法Ⅰ・保健体育科教育

法Ⅱの履修を終えた学生が受講する．本稿におい

ては，この保健体育科教育法Ⅲの中の「体つくり

運動」領域で実施した一連の授業（講義 1コマ及

び単元計画の作成，指導案作成，教材検討，模擬

授業，省察を 1日で行う 5コマ分の集中授業）を

対象とする．

　本研究は，「デザイン研究」の手法に基づいて

実施した．「デザイン研究」とは，研究仮説に基

づき，実際に実践をつくりあげていくことで，そ

の仮説は確かなものになるとの考え方から，教育

実践をデザインし，実際に行い，その成果を確か

め，比較ではなく，うまくいった方法がうまく

いった理由を探り，同じような良い例を蓄積する

ことで仮説を確かめていくアプローチの研究であ

る（鈴木・根本，2013，図 2）．この方法は，授

業場面において，複眼的に何が起きるかを観察

し，厳密さは多少犠牲にしながらも次の実践に直

接役立つような知見を得ることを目指すもので

（鈴木・根本，2013），授業実践の形成的評価を通

してデザインする授業あるいは学習環境を徐々に

精錬することで学習理論を確立していく研究方法

である（大島・大島，2009）．

　まず，本研究において，デザイン研究プロセス

の「 1．問題の同定と分析」と「 2．デザイン決

定と改善」に相当するのは，前述した通り，多く

の先行研究や先行事例から，保健体育科教育法全

体の授業内容を系統化し，実践的指導力を育成す

ることをねらいとした保健体育科教育法Ⅲ・Ⅳに

ついて，「単元計画（単元構造図）の作成，指導

案作成，教材検討，模擬授業，省察」までの一連

の授業モデルを構想した過程にあたる．

　その上で「 3．結果の整理：実践において問題

解決のためのテスティングと改善の反復を行う」

過程が，本研究の主題となる2018年度と2019年度

の実践に当たる．まず，2018年度に実施した「保

健体育科教育法Ⅲ」の中の「体つくり運動」領域

での授業実践から，成果と課題を検証した．その

後，その検証結果を基に，2019年度の授業を改

善・実施し，授業実施後の振り返りアンケート結

果を2018年度の結果と比較した．

　以上の実践からから，「単元計画の作成，指導

案作成，教材検討，模擬授業，省察」までの一連

の授業モデルの成果と課題について検討し，本研

究における「デザイン原則」を提案しようと試み

た．

　次項からは，「 3．結果の整理：実践において

問題解決のためのテスティングと改善の反復を行

う」に相当する，2018年度と2019年度の実践につ

いて述べ，最終章で，本研究における「デザイン

原則」を提案する．

図2　デザイン研究プロセス

※　Reeves（2006）の図を根本ほか（2011）が翻訳したもの
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Ⅲ．2018年度保健体育科教育法の授業概要

1．履修・開講状況

　受講生は，大学 3年生の112名と科目等履修生

1名で，全員が教育実習前の時期であった．授業

回数は全15コマで， 1時間目にオリエンテーショ

ン（全受講生一斉）， 2時間目に単元計画・授業

づくりの基礎（全受講生一斉）の講義を実施した

後，受講生は「体つくり運動」「球技（ゴール型・

ネット型）」「体育理論・保健」の 3領域から 2領

域を選択し，第 1期・第 2期にそれぞれ選択した

領域に分かれて授業を実施した．15回目の授業は

まとめ（全受講生一斉）を行った．領域別の授業

は， 6時間配当し， 1コマは通常の平日の時間割

の時間での講義， 5コマは集中講義（土曜日・ 1

日）で実施した（図 3）．

　授業担当教員は 3名で，領域別の授業では，教

員 A（筆者）が「体つくり運動」を，教員 Bが「球

技（ゴール型・ネット型）」を，教員 Cが「体育

理論・保健」を実施した（表 1）．学生には， 1

時間目のオリエンテーション時に，希望する領域

と日程を調査し，その後，教員側で調整を行った

（表 2）．

表2　2018年度保健体育科教育法Ⅲの集中授業日程表

表1　教員別の担当授業

図3　鹿屋体育大学における保健体育科教育法Ⅲ15コマの授業計画
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2．「体つくり運動」領域の授業概要 

　 6時間の配当時間のうち 1時間目の講義では，

子どもの体力の状況と対策について，新体力テス

トや平成20年告示の学習指導要領の課題等のデー

タを示しながら説明し，平成29年告示の新学習指

導要領解説に基づいた「体つくり運動」の内容に

ついて復習した（保健体育科教育法Ⅱで学習指導

要領の内容については学習済み）．その後，簡易

単元構造図の作成方法を説明し，その上で，集中

授業 5時間分の流れを簡単に説明して，受講生を

8グループに分け（男女比・専門種目が偏らない

よう考慮・ 5名／ 1 グループ），グループで担当

する模擬授業の内容の選択，役割分担を行った．

集中授業では，中学校第 1学年の内容を実施する

こととし，「体ほぐしの運動」「体の柔らかさ」「力

強い動き」「巧みな動き」「動きを持続する能力」「運

動の組み合わせ」の中からグループで担当する内

容を選択させた．また，グループ内では，模擬授

業の際に，授業説明 1名，授業者 3名，協議会進

行役 1名で役割を分担させた．

　 5時間（ 1日）の集中授業は，午前中にグルー

プで簡易単元構造図の作成を行った．中学校第 1

学年の 7時間分の単元計画を，グループで意見を

出し合って完成させる作業を行った（図 4）．簡

易単元構造図が完成したグループから，午後から

の模擬授業に向け，グループ担当の内容を含む 1

時間の指導案と教材・教具づくり及び授業分析の

方法について教授し，グループで作業させた．

　午後からの模擬授業では， 1グループに30分配

当し，単元計画や授業内容等の授業説明を 5分，

図4　作成した簡易単元構造図の一例 （2018年度）
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マイクロティーチング注2）15分（ 1 人 5 分× 3

名），協議会（振り返り） 5分，交代・休憩・準

備 5分とした．マイクロティーチング中は，教師

役以外のグループの受講生は，図 5の観察者シー

トを活用して，教師役でも生徒役でもない観察者

として，客観的に授業を分析するよう指示した．

3．授業省察：事後アンケートの結果及び教員の

省察

　集中授業の最後に，受講生全員を対象にアン

ケートを実施した．午前中の活動である「簡易単

元構造図作成及び授業計画作成」について12項

目，午後からの活動である「模擬授業：マイクロ

ティーチング」について14項目，「集中授業全体」

の振り返り 3項目を， 5件法（ 1：全くそう思わ

ない～ 5：とてもそう思う）で回答させた．

　その結果，「簡易単元構造図作成及び授業計画

作成」は全ての項目の平均値が4.5±0.1点，「模擬

授業：マイクロティーチング」の平均値が4.6±

0.1点と，「集中授業全体」の振り返りの平均値が

4.7±0.2点と，いずれの項目も4.5点以上であった．

したがって，本授業展開は，学習指導要領の内容

の理解が深まり，授業構成力の育成や授業スキル

の向上に有効である可能性が示唆された．しかし

図5　マイクロティーチングで活用した観察者シート
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ながら，マイクロティーチングで教師役を経験し

たか否かで項目別に分析したところ，有意差が得

られた項目こそ 1項目のみであったものの，全体

的な傾向として教師役未経験者の方が理解の深ま

りを実感している結果となり，授業後の課題意識

に差異が認められた（図 6，図 7）．「集中授業全

体」の振り返りにおいての「本日の集中授業を受

講して，自分自身の課題が明確になった」につい

ては，教師役経験者が4.7±0.4点，教師約未経験

者が4.6±0.6点と，教師役経験者の方が課題を明

確に感じており，教師役を経験したからこそ，授

業の理解度について厳しく省察したのではないか

図6　「簡易単元構造図作成及び授業計画作成」 についての振り返り

図7　「模擬授業 ： マイクロティーチング」 についての振り返り
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と推察された（図 8）．2018年度は， 1 回の授業

あたりの受講人数が多く（ 1回目：39名， 2回目

27名），全員が教師役を経験できず， 1人あたり

のマイクロティーチングの時間も 5分程度と少な

かったことから，全員が教師役を経験し，なおか

つマイクロティーチングの時間を増加できるよう

な工夫が課題として残された．

　教員側の反省点として， 1グループあたりの人

数を 5名としたが，午前中のグループ活動の関わ

り方に差が見られたこと，また，単元計画の際の

簡易単元構造図の作成手順についての説明不足か

ら，簡易単元構造図作成に時間が割かれ（約160

分），指導案作成・教材検討（約50分）が不十分

であったことが挙げられた．したがって，上述し

た学生の振り返りアンケートの結果も含め，受講

人数を制限し， 1グループの人数を減らすこと，

また，集中授業前の講義の 1時間も含め，簡易単

元構造図の説明を詳細に行い，単元計画・指導

案・教材・教具の検討に時間を十分に確保できる

よう，授業時間の配分に工夫が必要であることが

明らかとなった．

Ⅳ．2019年度保健体育科教育法の授業概要

1．履修・開講状況

　受講生は，大学 3年生の106名と 4 年生 3 名で

あった．授業全15コマの流れは2018年度と同様

で，第 2期にそれぞれ選択した領域に分かれて授

業を実施した． 1回の集中授業あたりの受講者数

を制限するため，2018年度よりも集中授業の回数

を増加させた．その結果，各領域の集中授業の受

講者数は，12名～22名となった（表 3）．

図8　「集中授業全体」 についての振り返り

表3　2019年度保健体育科教育法Ⅲの集中授業日程表
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2．「体つくり運動」領域の授業概要 

　2018年度の授業からの改善点は，まず， 6時間

の配当時間のうち 1時間目の講義において，簡易

単元構造図の作成方法を詳細に説明し，参考資料

も追加配布した．さらに，集中授業までの課題と

して，簡易単元構造図を各自で考案し，作成して

くるよう指示をした．また，グループ数を 6 グ

ループに減らして， 1グループの人数を原則 3名

とし，全員が教師役を経験し， 1人当たりのマイ

クロティーチングの時間を 8分に設定した．

　集中授業は，基本的には，2018年度と同様に，

午前中にグループで簡易単元構造図の作成，午後

から模擬授業を実施した．午前中の簡易単元構造

図作成のグループワークでは，まず，各自が課題

として作成してきた簡易単元構造図を発表し合

い，様々な意見を取り入れながら，グループであ

らためて簡易単元構造図を作成するよう指導し

た．その後，全体で1時間分の指導案の作成方法，

教材・教具づくり，授業分析を教授し，グループ

での作業時間とした．結果的に，簡易単元構造図

作成に120分，指導案作成・教材検討に90分を配

当できた（図 9）．

　午後からの模擬授業では， 1グループに40分配

当し，単元計画や授業内容等の授業説明を 2分，

マイクロティーチング25分（ 1 人 8 分× 3 名），

協議会（振り返り） 8分，交代・休憩・準備 5分

とした．

図9　作成した簡易単元構造図の一例 （2019年度）
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3．授業省察：事後アンケートの結果及び教員の

省察

　2018年度と同様に，集中授業の最後に，受講生

全員を対象にアンケートを実施した．その結果，

「簡易単元構造図作成及び授業計画作成」は全て

の項目の平均値が4.6±0.1点で，2018年度よりも

高い得点を示した．「単元計画について理解が深

まった」「教材づくりについて理解が深まった」

「 1時間の授業だけではなく，単元として授業の

全体像をとらえることができた」の 3項目におい

ては，2018年度の数値と比較して明らかに高かっ

た（図10，t検定：p < 0.05）．集中授業前の講義

図11　「模擬授業 ： マイクロティーチング」 についての振り返り

（2018年度と2019年度の比較）
＊；p < 0.05

図10　「簡易単元構造図作成及び授業計画作成」 についての振り返り

（2018年度と2019年度の比較）
＊；p < 0.05
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時に簡易単元構造図の説明を詳細に行い，各自授

業時間外で作成してきた簡易単元構造図をもとに

単元計画を立て，指導案・教材・教具の検討の時

間を十分確保できたことが，この結果に繋がった

のではないかと考えられた．「模擬授業：マイク

ロティーチング」の平均値も4.7±0.1点で，2018

年度より高得点となった．「教えるべき内容の理

解が深まった」「教材づくりについて理解が深まっ

た」「教材の特性について理解が深まった」の 3

項目においては，2018年度と比較して明らかに高

かった（図11，t検定：p < 0.05）．「教材」に関す

る項目で差が見られたことから，ここでも午前中

のグループワークで教材検討の時間を確保できた

ことが関連していると考えられた．「集中授業全

体」の振り返りの平均値の4.9±0.1点も，2018年

度よりも高く，「本日の集中授業を受講して，自

分自身の成長を実感できた」「本日の集中授業を

受講して，自分自身の課題が明確になった」の 2

項目は，2018年度と比較して，有意に高い得点を

示した（図12，t検定：p < 0.05）．

　教員側の振り返りとしても，グループワークに

おいて，学生が主体的に参加している姿が見受け

られ，簡易単元構造図の完成度も高かった．また，

指導案・教材づくりの時間をしっかりと確保でき

たことで，マイクロティーチングの準備について

学生が余裕を持って取り組んでいる様子が観察で

きた．また，全員が教師役を経験することで，学

生自身の意識が高まり，マイクロティーチングを

実施するごとに授業の質も向上して，良い授業展

開ができていた．

Ⅴ．本研究における「デザイン原則」の提案 

　2018年度及び2019年度の保健体育科教育法Ⅲの

授業について，単元計画→指導案作成・教材検討

→模擬授業：マイクロティーチング→省察の一連

の授業モデルに基づき実施した．

　2018年度の授業実践での成果と課題を踏まえ，

2019年度の授業では，教員 1人あたりの集中授業

の回数を増やし，受講生を分散させることで， 1

回あたりの模擬授業の受講人数を制限した．その

結果，受講生全員に教師役を経験させることがで

き，また 1人あたりの模擬授業時間も 3分程度増

加できた．さらに，講義時の簡易単元構造図の作

成についての説明時間を十分に確保し，参考資料

も追加配布したことで，集中授業において，指導

案作成・教材検討に費やす時間を40分程度増加す

図12　「集中授業全体」 についての振り返り

（2018年度と2019年度の比較）
＊；p < 0.05
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ることができた．授業後の振り返りアンケートで

は，2018年度の結果と比較して，ほとんどの項目

でポイントが上昇し，特に，教材づくりや教材の

特性の理解については，2018年度と比較して明ら

かに高値を示した．また，学生自身の成長の実感

及び課題発見についての項目についても有意に向

上した．したがって，2019年度に実施した授業実

践は，2018年度の課題の克服によって，より良い

学習成果が得られるものとなった．

　以上の結果から，単元計画→指導案作成・教材

検討→模擬授業：マイクロティーチング→省察の

一連の授業モデルに基づき実施した保健体育科教

育法Ⅲの授業は，学習指導要領の内容の理解や，

単元計画や授業実施に関わる授業構成力の育成や

教授スキルの向上に一定の成果が認められ，この

授業モデルの有効性が示唆された．したがって，

この「単元計画→指導案作成・教材検討→模擬授

業：マイクロティーチング→省察」の一連の授業

モデルを本研究における「デザイン原則」として

導き出すことができた．

Ⅵ．今後の課題

　本研究では，2018年度と2019年度の実践をもと

に，「単元計画→指導案作成・教材検討→模擬授

業：マイクロティーチング→省察」という一連の

授業モデルの有効性を示すことができた．今後

は，この授業モデルにWebClass注3）やWebex注4）

等を効果的に取り入れ，ICT活用も積極的に取り

入れながら，授業時間外学習や授業分析，省察方

法の充実を促せるよう，検証を続けていきたい．

また，保健体育科教育法Ⅲの授業のさらなる充実

を図るため， 1回の集中授業あたりの受講者数を

制限し，学生一人当たりの教師役の経験回数や時

間を増加させたり，「体つくり運動」「球技（ゴー

ル型・ネット型）」「体育理論・保健」以外の領域

も体験できるよう工夫することが求められる．し

かし， 1回の集中授業あたりの受講者数を制限し

たり，領域数を増加させることは，集中授業の回

数を増加させることとなり，その分，教員の時間

的拘束が多くなり，教員の業務負担が増えること

は否めない．昨今，教員の働き方改革も叫ばれる

中，常に様々な課題点を視野に入れながら，その

時々で最良の方法を模索しながら，学生にとって

より良い授業づくりを検証し続ける必要があると

考える．

注 1）日本教育大学協会（2004）は，教員養成課

程のカリキュラムの基軸を「教育実践を科学

的・研究的に省察する力」とし，養成課程全

体で「実践的指導力」を育成する方向性を示

した．さらに，2012年の答申（文部科学省）

では，実践的指導力について「基礎的・基本

的な知識・技能の習得に加えて思考力・判断

力・表現力等を育成するため，知識・技能を

活用する学習活動や課題探求型の学習，協働

的学び等とデザインできる指導力」と示され

た．

注 2）マイクロティーチングは，Allen & Ryanに

よって開発された，授業法を学ぶための実践

的な練習方法である．学生が教師役となり，

学生を生徒役として，授業範囲を短縮し，教

授行為の要因や教授技術に含まれる特定の要

素的スキルに焦点を当て， 5～20分の短い授

業で授業を行うことを指す（教育方法学会

編，2005，p.507）．

注 3）WebClassは，日本の大学向けに開発され

ている e-Learningシステムで，鹿屋体育大学

では2003年より導入されている．PCやタブ

レット，スマートフォンから利用可能で，資

料の閲覧やレポート提出機能，出席管理機能

等がある．

注 4）Cisco Webexは，Web会議室システムで，

インターネット経由で，複数人でのコミュニ

ケーションが可能なツールである．本学で

は，講義型授業や会議等で主として用いられ

ている．
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